
家庭科における平成２０年度授業改善推進プランの検証 
 
   
 

取り組みにおける成果と課題 
・児童の関心意欲は高い。導入時には、「家族が毎日やっている調理や洗濯の実際場面を見たり聞いた

りして記録する活動」を取り入れた。これにより、家庭における会話も増え、課題解決のための集中

的な活動へのつながりが作られ、理解の深まりも見られるようになった。 

・「生活をよりよくする」という意識はまだ十分ではなく、実生活の中で継続的な実践を通して、

創意工夫する力を身につけてよりよい生活を営もうとすることが課題である。そのためにも、日々

の暮らし方を見つめ、具体的に見直すことができるようにすることを出発点としたい。数理に基

づく視点と人から学ぶ視点をもった授業者からの提示をしていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
家庭科における調査結果の分析 
 
 
   

家庭生活・近隣の人々 

 内容 （１）（８） 

衣服・生活に役立つもの

 内容 （２）（３） 
食事・食品 

 内容（４）（５） 
住まい方・金銭 
内容（６）（７） 

内
容
別
結
果
の
分
析 

自分の生活を振り返

り、時間を有効に使う

ことの大切さを学ん

だ。毎日の生活におい

て定着できるところ

までは生かしきれて

いない。各課題で家庭

の温かな協力、励まし

が児童の支えとなっ

ているケースも多い。 

衣服の手入れや布地に

関する実験課題には、

興味をもって取り組ん

だ。初めての裁縫では

ひと針ずつの作業が物

を作り出せる喜びを味

わうことができたが、

基本的な技術を理解し

習得するには至らない

児童が多い。 

関心が高く、実習計

画、材料準備を進んで

行った。日常、当たり

前としてきたことが

新しい知識として理

解できたときには、一

層積極的な活動が見

られた。事後に家庭生

活に活かす様子がみ

られた。 

身近な題材ではある

が、まだ自分のこと

として生活とのかか

わりで考えたり、改

善していく視点をも

ったりすることは、

やや困難である。 
 

   関心・意欲・態度   創意工夫   生活の技能  知識・理解 

観
点
別
結
果
の
分
析 

全体的に関心を持っ

て取り組んでいる。 

実習への関心は強い。

実生活への計画的な

取り組みは活動の継

続ができていない。自

分の生活の中で実

行・継続する態度の形

成が不十分であった。 

自分自身が生活者であ

ることを、家庭科学習を

通して、自覚をしはじめ

たといえる。友だちの活

動の進め方や作品から

学び合い、工夫につなげ

ていた。 

家庭生活での経験は

少ない。授業が初の経

験となる児童も多い

ので基本をていねい

に指導する必要があ

る。家族の一員として

の自覚をもたせるよ

うな働きかけも大切

にしたい。 

知識や事実を正しく

獲得する面白さを感

じて理解もかなりで

きるようになった。各

種の資料や情報を自

ら得たり、読み取った

りする活動を多く取

り入れる必要がある。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
調査結果に基づいた授業改善のポイント 

①手、からだ、知恵を使って、「つくる」楽しさ・「できる」喜びを知り、「家族に喜んでもら

える」うれしさを十分に感じ取れるようにする。紹介や発表の活動を通して 自分ができた

ことを自認するとともに、友達との学び合いを生かし、できることを広げさせる。 
②効果的に実践に役立てることをめあてにしてノート・ワークシートを書き込むことができる

ようにさせ、作業の際にそれを利用する態度を身に付けさせる。 
③学級担任、家庭との連携を深め、継続的な活動の場作りをする。（学んだことを家庭でもやっ

てみるチャレンジ週間の設定など） 

 
   


